
 

 

 

 

 

放課後子どもプラン関係事業の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館職員との連携「公民館等職員研修」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年恒例のこどものための学びあい支えあい講座「安全管理研修（消火

訓練・防犯対策）」を 10月 23日（水）と 29 日（火）の２日間に分けて、

竹矢公民館で実施しました。この安全管理研修は、児童クラブにおいて必

須となっている訓練を、他クラブや放課後子ども教室などと合同で実施で

きるものとなっています。 

 今回の消火訓練では、実際に「119 番」通報をしてみたり、消火器を使

って炎に見立てた的を倒したりしました。また、防犯対策でも、全体を４

つのグループに分けて不審者対応訓練を４回行いました。迫力満点の不審

者が実際にクラブ・教室に来たらどうしたらいいかを、実際に体験したり、

客観的に見たり、グループで作戦を立てたりふり返ったりして学びました。 

知識として持っているけど実際に行動する 

ことは難しいということも体験を通して、実 

感を伴った知識・理解になったのではないか 

と思います。松江市内の消防署や、松江警察 

署でも出張講座（講習や体験）が可能という 

ことですので、ぜひ相談してみてください。 

 

 全６回の公民館等職員研修の５回目「実践発表交流会」が11月27日（水）

に江津少年自然の家で開催されました。“「種」から住民とともに育てる事

業を通した人づくり”という副題のこの研修を、松江市からは竹矢公民館

の北浦さんが受講されました。 

 北浦さんは、ごめた食堂（こども食堂）の代表者を中心に「ごめた縁日」

を通した人づくり（協力者のつながりや主体性の育成等）といった内容で

発表されました。発表の中で、左にも掲載した人のつながりを広げつつ、

地域の方々の心温まる対応や、中学生ボランティアの行動力の高まりなど

が事業を通して見えるようになったというところが印象的でした。 

 事業の企画・立案から、協力者の主体性を高めるコミュニケーション力

の育成、取組を分かりやすく伝えるプレゼンテーション力の向上など毎回

の研修で学んで身につけ、今回の発表に至り、次回がふり返りとなります。 

協力者の主体性を高めることに視点をおいたこの研修を通して、公民館

職員として大事な地域住民とのつながりづくりと、持続可能な関わり方を

受講者さんが実践を通して身につけることができたのではないかと感じま

す。今後もこの研修は開催予定とのことです。ぜひ松江市内の多くの公民

館職員の皆様に参加していただければと願っています。 

  



１１月１８日（月）に嵩の杜学園「第１回ボランティアのつどい」が川

津公民館で開催されました。このつどいは、津田古志原夢きぼう学園のつどいを参考に

し、学園の地域学校コーディネーターを中心に、小中学校の管理職や事務職員と連携し

て準備されたものでした。 

当日は、ボランティアの皆さんや学校関係者約５０名の参加がありました。ギターの弾

き語りや電子紙芝居「かわつのかわこ」、ボランティア活動紹介（川津小「ぐりぐらの

会」、持田小「鶴友会」）、おしゃべりタイム（三択クイズ、グループ内で自己紹介・交流）

等があり、ボランティア同士のつながりが深まって今後の活動の糧となる、楽しい交流の

時間となりました。 

参加された皆さんからは、「初めての試みだったが、期待どおりだった。参加してよかっ

た。」「私自身は参加して大変良かった。今回参加されなかった皆さんに次回は参加しま

しょうと言います。」「こんな楽しい会は久しぶり。初めて会った方のこどもへの対応や地

域づくりの話が参考になった。」「草刈りのボランティアには行ったことがあるが、学校の

先生方や事務職員の皆さんとお話をする機会がないので、今日は学校のことが聞けて

よかった。」などの声が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（川神 拓人） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

バックナンバー

はこちらから 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

         1２月７日（土）～８日（日）１泊２日で松江市内小学６年生（希望者）２０名が、姉妹都市の愛知県

大口町等を松江市の代表として訪問しました。今回が 3回目となるこの訪問では、大口町歴史民俗

資料館で堀尾吉晴公について学んだ後、１１月に松江で交流した大口町の 6年生 1０人と再会し、

一緒に桜の木の間伐材を使ったキーホルダーづくりをしました。その後、堀尾吉晴公ゆかりの地を巡

ったり、大口町内企業や犬山城（犬山市）、名古屋港水族館（名古屋市）を見学したりしました。 

参加した児童の皆さんからは、「大口町は松江市と関わりが深かったので、松江市と比べながら

見学することができた。」「大口町は松江市と雰囲気が似ていて、これまで知らなかったことをたくさん教えてもらった。大

口町の人の優しさを感じた。」「実際に大口町を訪問することで、大口町でしか味わえないことが学べ、松江の良さを再

発見することができた。」「大口町の皆さんとまた交流ができて、一緒にキーホルダーを作ってみんなでできたり、昼食に

名物が入っていたりして良かった。」などの感想がありました。 
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